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《 今 月 の 新 刊 図 書 》

主な新購入図書 著　　者 主な新購入図書 著　　者
破局 遠野　　遥 イーブン（ＹＡ） 村上しいこ

夢をかなえるゾウ４ 水野　敬也 旅が好きだ！ 21 人が見つけた新たな世界の扉（ＹＡ） 河出書房社

88 歳の自由 曽野　綾子 せんそうがやっていき（絵本） 二コラ・デイビス

かぎ針１本ではじめる大人のアクセサリー 成地　亜紀 つかまえた（絵本） 田島　征三

漂流者の生き方 五木　寛之・姜　尚中 わけあって絶滅しました～世界一
面白い絶滅したいきもの図鑑（児童） 丸山　貴史

ヤング・アダルト本（ＹＡ）とは？

( 掲載しているのは購入図書の一部です）

　「Ｙｏｕｎｇ　Ａｄｕｌｔ」を略して「ＹＡ」といいます。
「若い大人」という意味です。具体的には、13 歳から 19 歳
の世代の人たちを指します。社会や人間関係、進路、芸術な
ど、興味の幅が広がったり深まったり、時には心が揺れ動く
世代です。まさに読書を必要とするときともいえるでしょう。
図書館では、ＹＡの黄色いシールを背表紙に貼りました。本
との出会いの場になればと思います。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
白
鷹

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
お

世
話
に
な
り
ま
す
貴
田
洋
介
で
す
。

　

昨
年
都
内
で
開
催
さ
れ
た
「
新
農

業
人
フ
ェ
ア
」の
白
鷹
町
ブ
ー
ス
で
、

ど
り
い
む
農
園
さ
ん
と
お
話
し
さ
せ

て
も
ら
っ
た
時
に
興
味
が
沸
き
、
一

度
白
鷹
町
に
訪
れ
た
い
と
思
い
、
今

年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
移
住
体
験
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
地

域
性
や
住
む
人
達
の
良
さ
に
惹
か
れ

て
、
白
鷹
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
応
募
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
や
っ

第 53回

て
み
た
い
こ
と
は
、
主
に
農
業
と
狩

猟
で
す
。
以
前
か
ら
農
作
業
を
し
つ

つ
半
自
給
自
足
の
よ
う
な
慎
ま
し
い

暮
ら
し
が
し
た
い
と
思
っ
て
色
々
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
体
験

で
き
る
形
と
し
て
協
力
隊
で
農
作
業

を
行
い
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
地
域
に
溶
け
込
み
、
理
想
と
す
る

生
活
が
で
き
る
か
を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
分
か
ら
な
い
こ
と

や
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
温
か
い

目
で
見
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
に
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

鷹山地区で
活動しています！

地域おこし協力隊

貴田　洋介《本の紹介》　『赤い砂を蹴る』　石原　燃（文藝春秋）
　画家だった母が肺癌で亡くなり、身の周りの世話をし
ていた芽衣子と一緒に、芽衣子の故郷であるブラジルに
旅することになった「私」。芽衣子が育った「ヤマ」で
の日々の中で、幼くして死んだ弟のことや心ない世間の
声に抗いながらも自由に生きた母に思いを馳せる。大地
に舞い上がる赤い砂に、母と娘のたましいの邂逅を描く。

◎開館時間：午前９時～午後７時
◎９月の休館日：10日（木）、24日（木）

第 395 回　おはなしの会

［日時］９月５日（土）午前 10 時～
［場所］白鷹町立図書館

※新型コロナウイルス感染症の影響に　
　よって中止となる場合があります。

人
突
破

お
か
げ
さ
ま
で

たくさんのご利用ありがとうございます！

　昨年６月にオープンしてから約１年。７月
８日に来館者３万人を突破しました。
　３万人目の来館者は、実家が白鷹町にある
という眞壁さん親子でした。
　帰郷するたびに図書館を利用してくださっ
ていました。お祝いのメダルを首に下げても
らい、慧ちゃんも笑顔いっぱいになりました。

　これからも皆さんにより親しまれる図書館
を目指していきたいと思います。

　 広報しらたか   2020. 8 広報しらたか   2020. 8 2021
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